
第
2
回
本
学
卒
業
現
職
教
員

の
集
い
を
昨
年
12
月
3
日
（
日
）

午
後
2
時
よ
り
、
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
し
た
（
実

行
委
員
長
・
長
谷
部
高
章
・
本

学
付
属
東
京
工
業
高
校
教
諭
）。

現
在
、
約
千
余
名
の
本
学
卒

業
生
が
、
全
国
の
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
な
ど
で
教
職

に
就
い
て
い
る
が
、
こ
の
会
の

目
的
は
、
全
国
の
同
窓
の
教
員

が
集
ま
り
、
各
地
区
・
学
校
の

教
育
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
図
り
、
交
流
を
深
め
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
現
職
教
員
の
参
加
者

は
、
関
東
地
区
の
小
・
中
・
高

等
学
校
に
勤
務
す
る
60
名
、
本

学
園
か
ら
は
、
大
川
陽
康
理
事

長
・
柳
澤
章
学
長
は
じ
め
、
渡

辺
副
学
長
、
部
長
・
課
長
、
学

科
主
任
、
本
学
教
職
員
40
名
が

顔
を
揃
え
た
。
ま
た
、
教
職
希

望
の
学
生
や
サ
ー
ク
ル
の
学
生

25
名
が
加
わ
り
、
以
下
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
会
は
進
行
し
た
。

第
1
部
　
講
演
会
「
本
田
宗
一

郎
か
ら
学
ん
だ
モ
ノ
づ
く
り
の

極
意
」
、
講
師
　
西
嶢
祐
氏
（
元

本
田
技
研
工
業
（
株
）
工
場
長
）

第
2
部
　
手
話
コ
ン
サ
ー
ト
〜

日
本
工
業
大
学
の
手
話
サ
ー
ク

ル
と
と
も
に
〜
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
　
朝
倉
ま
み
氏

第
3
部
　
懇
親
会

西
氏
は
、
昭
和
29
年
か
ら
、

本
田
宗
一
郎
氏
と
と
も
に
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
が
、
講
演
で
は
、

本
田
氏
の
教
え
を
6
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
集
約
し
て
示
し
た
。

最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
白

い
作
業
服
が
示
す
安
全
思
想
」

で
、
車
の
開
発
に
携
わ
る
技
術

者
は
人
の
命
を
預
か
る
大
事
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

医
者
と
同
様
に
白
衣
を
着
る
べ

し
と
い
う
も
の
で
、
西
氏
は
、

ホ
ン
ダ
の
白
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
用
し
て
講
演
を
進
め
た
。
講

演
は
、
具
体
的
で
分
か
り
易
く
、

技
術
・
工
業
教
育
に
携
わ
る
現

職
教
員
に
と
っ
て
、
示
唆
に
富

む
も
の
で
、
よ
い
研
修
の
機
会

に
な
っ
た
と
好
評
で
あ
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
楽
し
い
ト
ー

ク
を
交
え
、
歌
を
通
し
て
手
話

を
広
め
る
朝
倉
氏
の
熱
意
に
胸

を
打
た
れ
た
。
本
学
手
話
サ
ー

ク
ル
「Hand

in
Hand

」
と
の

競
演
で
は
、
心
温
ま
る
共
和
音

日
本
工
業
大
学
の
建
学
理
念

を
考
え
る
と
き
、
本
学
と
工
業

高
校
の
関
係
は
、
ま
さ
に
一
心

同
体
、
強
く
結
び
つ
い
た
運
命

共
同
体
で
あ
る
。

建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
、
わ

が
国
の
「
工
業
力
」
「
も
の
づ
く

り
力
」
を
支
え
る
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
指
す
、
本
学
の

「
実
工
学
教
育
」
を
さ
ら
に
進
展

さ
せ
る
た
め
に
は
、
早
期
技
術

教
育
と
し
て
の
工
業
高
校
と
、

大
学
技
術
教
育
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
本
学
と
工
業
高

校
と
の
40
年
に
わ
た
る
密
接
な

連
携
に
よ
り
、
工
業
高
校
教
師

の
本
学
へ
の
信
頼
も
厚
い
も
の

が
あ
る
。
本
年
度
の
本
学
の
普

通
高
校
へ
の
推
薦
入
学
制
度
実

施
を
機
に
、
工
業
高
校
と
の
結

び
つ
き
を
一
層
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る

工
業
高
校
と
本
学
と
の
関
係
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、

高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
を
工
業
教
育
研
究
所
内
に

設
置
。
本
年
4
月
よ
り
、
連
携
教
育
を
実
施
す
る
。

が
会
場
一
杯
に
響
き
渡
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
卒
業
生
と
大

学
教
職
員
と
の
輪
が
あ
ち
こ
ち

に
で
き
、
在
学
時
代
の
思
い
出

話
や
各
地
域
・
学
校
の
教
育
事

情
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
て
い
た
。
閉
会
後
も
別

れ
を
惜
し
み
歓
談
が
続
い
て
い

た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
サ

ー
ク
ル
「Bark

Jazz
Passion

」

が
協
力
出
演
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

来
年
度
は
、
学
園
創
立
百
周

年
を
記
念
し
て
、
平
成
19
年
12

月
1
日
（
土
）
、
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
て
開
催
す
る
。
案
内

は
、
日
本
工
業
大
学
通
信
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
現

職
教
員
に
直
接
案
内
状
を
発
送

す
る
。
今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
も
ふ
ま
え
、
充
実
し
た
企

画
を
考
え
て
い
る
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
工
業
教
育
研
究
所
・
教
職
教
育

セ
ン
タ
ー
）

と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
り
、

工
業
系
高
等
学
校
と
連
携
教
育

協
定
を
結
び
、
年
間
を
通
じ
て

「
出
前
授
業
」
、
「
も
の
づ
く
り
教

室
」
、
さ
ら
に
研
究
会
の
開
催
な

ど
を
計
画
的
に
行
い
、
工
業
高

校
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
授
業
の
発
展
的
な
内
容

を
学
び
た
い
と
い
う
生
徒
の
希

望
に
応
え
て
、
大
学
教
育
へ
の

動
機
付
け
に
必
要
な
連
携
型
教

育
を
実
施
す
る
。

当
面
は
拠
点
校
と
し
て
、
東

京
都
5
校
、
埼
玉
県
18
校
、
茨

城
県
5
校
、
栃
木
県
5
校
、
群

馬
県
5
校
、
千
葉
県
5
校
、
長

野
県
6
校
、
福
島
県
4
校
の
53

校
と
協
定
を
結
び
、
4
月
か
ら

連
携
教
育
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
た
め
、
工
業
教
育
研
究
所
内

に
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

を
設
置
し
、
高
等
学
校
と
の
連

携
の
窓
口
に
あ
た
る
。

（
工
業
教
育
研
究
所
長

原
田
昭
）
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「
本
学
卒
業
現
職
教
員
の
集
い
」

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

いよいよ100周年の年が明けた。
各記念事業も滞りなく進行し、
完璧な状態で記念式典の日を迎
えられるよう、関係者一同、一
層気を引き締めているところで
ある。左は、無限を表す「メビ
ウスの環」をモチーフとした
100周年記念シンボルマーク。

学
園
は
第
二
世
紀
へ

年
頭
の
辞

学長　柳澤　章

2
0
0
7
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
学
生
諸
君
そ
し
て
大
学
関
係
者
の

皆
様
は
、
新
し
い
年
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
で

し
ょ
う
か
。

昨
年
の
出
来
事
を
振
り
返
る
と
、
世
の
中
の

変
化
は
ま
だ
ま
だ
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
と
言

う
感
じ
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
携
帯
電
話

の
ナ
ン
バ
ー
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
日
本
で
も
導

入
さ
れ
、
各
社
の
激
し
い
競
争
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、「
顧
客
満
足
」
の
向

上
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
流
れ
で
し
ょ
う
。

製
造
業
に
関
わ
る
出
来
事
を
振
り
返
れ
ば
、

マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
、
湯
沸

か
し
器
の
事
故
等
が
あ
り
、
自
動
車
産
業
は
好

業
績
の
一
方
で
リ
コ
ー
ル
が
相
次
ぐ
な
ど
、
技

術
と
と
も
に
そ
れ
に
携
わ
る
人
の
倫
理
観
の
問

題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
2
0
0
6
年
で
し
た
。

皆
さ
ん
は
、「
2
0
0
7
年
問
題
」
と
い
う
こ

と
ば
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
今

年
は
ま
さ
に
、
そ
の
2
0
0
7
年
を
迎
え
た
訳

で
す
。
技
術
に
お
い
て
熟
練
し
、
仕
事
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
豊
富
に
持
っ
た
団
塊
世
代
の
社
員
が
60

歳
を
迎
え
て
定
年
退
職
す
る
た
め
に
、
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
が
途
切
れ
、
産
業
界
の
様
々

な
シ
ス
テ
ム
に
支
障
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
懸
念
で
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
こ
の
2
0
0
7
年
に
本
学
園
が
1

0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
1
9
0
7
年
に
、
東

京
の
文
京
区
に
東
京
工
科
学
校
が
開
学
し
て
以

来
、
現
場
で
の
高
い
実
践
力
の
習
得
を
教
育
目

標
と
し
て
、
実
工
学
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
、

時
代
の
求
め
に
応
え
て
き
た
学
園
の
使
命
を
あ

ら
た
に
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

2
0
0
7
年
の
今
日
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
あ
ら

た
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現
物
、
現
実
、

現
場
に
向
き
合
っ
て
問
題
解
決
を
し
て
い
く
力

で
す
。
こ
れ
は
「
三
現
主
義
」
と
い
わ
れ
、
日

本
の
製
造
業
が
強
み
と
し
て
き
た
大
き
な
特
徴

で
す
。
こ
れ
が
日
本
製
品
を
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
品
質
に
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

技
術
を
、
工
学
を
学
ん
だ
者
が
、
求
め
ら
れ

る
水
準
の
技
術
力
を
発
揮
し
、
世
界
の
日
々
の

進
歩
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
、

そ
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
社
会

全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ

マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成
―
体
験
的
実
工
学
教
育
―
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
実
践
的
な
工
学
の
学

び
を
、
全
国
の
工
学
系
大
学
の
モ
デ
ル
と
な
る

べ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
多
く
の
諸
君
が

学
ん
で
い
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

仮
想
体
験
だ
け
で
よ
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
ミ
ニ
旋
盤
の
製
作
を
は
じ
め
、
実
物

と
格
闘
し
な
が
ら
、
生
産
現
場
で
の
経
験
の
豊

富
な
実
務
教
員
の
指
導
を
受
け
、
完
成
さ
せ
て

い
く
と
い
う
、
本
学
園
が
長
年
培
っ
て
き
た
学

び
の
姿
で
あ
り
ま
す
。

学
園
が
第
二
世
紀
へ
と
向
か
う
こ
の
と
き
、

本
学
の
建
学
の
精
神
に
あ
る
、
工
学
理
論
を
生

産
現
場
の
技
術
と
し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
社
会
に
強
く
求
め
ら

れ
、
実
工
学
を
学
ぶ
中
か
ら
育
成
さ
れ
て
い
く

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

本
学
園
そ
し
て
本
学
の
使
命
が
、
日
本
と
い

う
国
の
成
り
立
ち
を
支
え
る
も
の
と
し
て
ま
す

ま
す
重
要
と
な
る
こ
と
を
、
1
0
0
周
年
を
機

に
肝
に
銘
じ
て
、
本
学
も
前
進
し
て
い
く
こ
と

を
誓
い
、
学
生
諸
君
の
今
年
の
健
闘
を
祈
り
、

年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

左：講演会で語る西氏　右上：実行委員長・長谷部先生　右下・手話コンサート

日本工業大学　平成19年度入試日程

日本工業大学　工学部
●機械工学科　●電気電子工学科　●建築学科　●システム工学科　●情報工学科

今回からセンター利用入試が導入されました

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 日本工業大学教務部　入試室
70120-250-267 TEL：0480-33-7676（直通）
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL：0480-33-7507（直通）

■平成19年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切
2月 3日 ・数学!、@ ・物理!

一般入試 1月 4日～ 1月27日 2月 4日 ・英語!、@、リーディング、 2月10日 2月19日
2月 5日 オーラル・コミュニケーション!

*上記のうちから2教科を選択

センター利用入試A 1月 4日～ 2月 3日 2月10日 2月19日
センター利用入試B 2月19日～ 3月 2日 3月10日 3月19日
社会人入試 1月 4日～ 1月18日 2月 4日 面接 2月10日 2月19日

帰国子女入試 1月 4日～ 1月27日 2月 3日 書類審査及び面接 2月10日 2月19日
AO入試（第3期） 2月26日～ 3月10日 3月16日 課題への取り組み、面談 3月23日 3月28日

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月21日 2月28日 書類選考・面接 3月5日 3月13日
（受験日自由選択制）

書類審査による第一次試験の合格者のみが受験可能。
第一次試験の合格発表日は1月20日

小論文を課したり、口頭試
問をする場合もあります（ ）

数学・理科・外国語の3教科14科目のうち2教科以上選択して、

かつ1教科あたり1科目以上を選択、受験

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

第2回



本
専
門
職
大
学
院
の
内
容
を

外
部
発
信
す
る
た
め
、
取
り
分

け
て
潜
在
的
入
学
希
望
者
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
H
P
）
と
し

て
本
大
学
院
の
公
式
サ
イ
ト

（http://www.nit.ac.jp/senm
on/

）

の
ほ
か
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
発

の
M
O
T
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
設
け

て
い
る
。

前
者
で
は
講
義
内
容
を
示
す

シ
ラ
バ
ス
、
学
年
暦
を
含
め
て

大
学
院
の
概
要
が
分
か
る
H
P

と
な
っ
て
い
る
。
後
者
で
は
、

も
う
少
し
具
体
的
な
情
報
発
信

を
試
み
て
い
る
。
例
え
ば
教
員

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と

か
、
特
定
課
題
研
究
（
必
修
科

目
）
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
掲
載

等
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ト
は
近

江
教
授
が
担
当
に
な
っ
て
昨
年

か
ら
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
る

が
、
公
式
H
P
と
共
に
本
大
学

院
の
情
報
発
信
、
P
R
の
手
段

と
し
て
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
O

C
）
は
有
力
P
R
手
段
で
あ
り
、

既
に
三
回
を
実
施
済
み
で
あ
る
。

本
大
学
院
が
一
年
制
で
あ
る
た

め
、
本
年
度
か
ら
は
早
く
も
第

一
期
修
了
生
も
参
加
し
た
在
学

生
と
の
合
同
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
本
大
学
院
に
学
ぶ

期
待
と
実
感
を
語
る
」
の
よ
う

な
コ
ー
ナ
ー
が
実
現
し
て
お
り
、

好
評
を
博
し
て
い
る
。

P
R
の
有
力
手
段
に
な
る
よ

う
に
と
の
期
待
を
こ
め
て
現
在

進
行
中
の
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
あ
る
。
佐
久
間
教
授
が
編
集

委
員
長
と
な
り
進
行
し
て
い
る

も
の
で
、
A
5
版
2
5
0
頁
相

当
の
『
中
小
企
業
技
術
経
営
実

践
講
座
』
を
工
学
図
書
か
ら
発

刊
す
る
。
こ
れ
は
本
大
学
院
の

教
員
が
講
義
録
を
も
と
に
執
筆

す
る
も
の
で
、
本
大
学
院
の
授

業
内
容
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
の
企
画
意
図
が
あ
る
。
予

定
で
は
、
最
後
の
第
4
回
O
C

（
2
月
10
日
開
催
）
ま
で
に
完
成

さ
せ
、
参
加
者
に
無
料
で
配
布

す
る
ほ
か
、
様
々
な
機
会
に
P

R
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
、
O
C
の
機
会
以
外

に
も
授
業
が
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
科
目
に
春
・
秋
学
期
に
開

講
の
特
別
科
目
「
意
思
決
定
と

実
施
戦
略
」
（
元
気
な
中
小
企
業

の
経
営
者
に
よ
る
講
演
）
が
あ

る
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ
う
。

こ
れ
ら
の
P
R
手
段
に
よ
り
、

来
年
度
も
多
く
の
入
学
者
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

教
育
・
研
究
環
境
の
向
上
お

よ
び
教
育
・
研
究
活
動
の
更
な

る
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
P
D
C
A
）
を
適
用
し
た
教

育
・
研
究
施
設
等
の
効
率
的
・

効
果
的
な
利
用
を
図
る
取
組
み

が
始
ま
っ
た
。
施
設
使
用
の
現

況
を
把
握
し
課
題
を
抽
出
す
る

た
め
、
現
在
ま
で
に
機
械
工
学

系
部
門
、
建
築
学
系
部
門
等
の

研
究
室
・
実
験
室
等
全
施
設
に

つ
い
て
実
地
調
査
を
行
っ
た
。

実
地
調
査
の
概
要

【
調
査
実
施
者
】
学
長
、
副
学
長
、

教
務
部
長
、
総
務
部
長
、
財
務

部
長
【
立
会
者
】
環
境
推
進
責

任
者
・
主
任
担
当
者
お
よ
び
各

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

18
年
9
月
迄
の
I
S
O
―
6
年

度
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

■
環
境
特
別
講
演
会
の
開
催

①
「
地
球
環
境
時
代
の
情
報
シ
ス

テ
ム
産
業
」
（
1
／
13
）
講
師
・

I
S
O
―
6
年
度
は
、
教
職

員
・
学
内
関
連
会
社
・
学
生
が

一
体
と
な
っ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
活
動
に
よ
り
、
環
境
目
標

15
項
目
中
12
項
目
で
目
標
を
達

成
し
て
い
る
（
下
表
参
照
）。

今
年
度
、
I
S
O
―

7
年
度
に
は
、
そ
の
成

果
を
継
続
、
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、

環
境
に
お
け
る
社
会
的

責
任
を
認
識
し
、
工
業

教
育
の
理
想
を
追
求
す

る
本
学
の
教
育
環
境
の

中
で
、
環
境
教
育
・
研

究
の
一
層
の
進
展
を
掲

げ
、
具
体
的
目
標
の
達

成
に
向
か
っ
て
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

以
下
に
、
平
成
17
年

施
設
の
使
用
責
任
者

【
調
査
の
着
眼
点
】
①
施
設
・
機

器
の
使
用
目
的
、
利
用
状
況
②

不
要
な
機
器
の
保
管
③
5
S

（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、

躾
）
④
安
全
配
慮
の
状
況
他

■
機
械
工
学
系
部
門
等

第
1
回
（
平
成
18
年
7
月
20

日
）
＊
1
6
1
施
設
を
実
査
、

内
53
施
設
に
改
善
を
指
示

第
2
回
（
平
成
18
年
11
月
1

日
）
53
施
設
を
実
査
（
是
正
処

置
の
有
効
性
を
確
認
）
、
内
14
施

（
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
常
務
執
行

役
員
）
来
場
者
数
約
2
0
0
人

■
北
海
道
工
業
大
学
・
環
境
特

別
講
演
会
に
お
け
る
講
演

（
9
／
13
）

演
題
「
日
本
工
業

大
学
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
」
、

黒
田
聡
氏
（
情
報
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役

兼
C
O
O
）
来
場
者
数
約
2
0

0
人

②
「
日
本
経
済
は
復
活
し
た
か
」

（
4
／
21
）
講
師
・
杉
浦
哲
郎
氏

本
学
と
埼
玉
り
そ
な
銀
行

（
川
田
憲
治
社
長
）
は
、
地
域
経

済
･
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
べ

く
、
昨
年
11
月
15
日
「
産
学
連

携
協
力
に
関
す
る
覚
書
」
を
締

結
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
共

同
研
究
、
受
託
研
究
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
等
で
相
互
協
力
を

行
っ
て
い
く
。

本
学
で
は
か
ね
て
か
ら
産
学

連
携
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

昨
年
4
月
に
「
産
学
リ
エ
ゾ
ン

セ
ン
タ
ー
」
を
発
展
的
に
改
組

設
に
再
度
改
善
を
指
示

■
建
築
学
系
部
門
等

第
1
回
（
平
成
18
年
10
月
25

日
）
1
2
9
施
設
を
実
査
、
内

42
施
設
に
改
善
を
指
示

＊
研
究
室
、
実
験
室
を
1
施
設

単
位
と
す
る
　
　
　
　

抽
出
さ
れ
た
課
題
の
改
善
を

進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
全

学
的
に
取
組
み
を
展
開
し
、
継

続
的
改
善
に
よ
る
教
育
・
研
究

環
境
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

講
師
・
藤
田
則
夫
（
総
務
部

長
・
環
境
管
理
責
任
者
）

■「
2
0
0
6
・
N
E
W
環
境

展
」
へ
の
出
展
（
5
／
23
〜
26
）

研
究
発
表
〜
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

創
出
へ
の
挑
戦
〜

「
メ
タ
ン
発
酵
消
化
汚
泥
の
有
効

利
用
と
環
境
教
育
用
メ
タ
ン
発

酵
装
置
」
「
新
し
い
書
き
換
え
媒

体
の
研
究
」
「
太
陽
電
池
・
燃
料

電

池

電

気

自

動

車

」

会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
、

来
場
者
数
15
万
人

■
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
コ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
化
の
推
進
（
新
設
）

①
高
力
ボ
ル
ト
ジ
ベ
ル
接
合
②

太
陽
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
湖
水

を
循
環
さ
せ
る
潜
水
ロ
ボ
③
液

体
製
品
用
容
器
④
仮
想
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
⑤
人
間
乗
車

形
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン

■
学
生
環
境
推
進
委
員
会
の
活

動①
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

に
て
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
開

催
。
生
活
用
品
1
0
4
点
を
展

し
「
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
、
企
業
訪
問
等
、

積
極
的
に
産
学
連
携
を
推
進
し

て
い
る
。
締
結
に
先
立
ち
、
同

行
と
は
昨
年
6
月
に
、
本
学
学

友
会
館
で
産
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
製
造
業
を
中
心
に
同

行
の
取
引
先
企
業
75
社
以
上
が

参
加
し
、
本
学
研
究
施
設
の
見

学
、
産
学
連
携
事
例
の
紹
介
、

交
流
会
を
行
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
、
参
加
企
業
の
40
社
以

上
か
ら
、
技
術
相
談
等
が
寄
せ

ら
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
で
個
別
に

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
購
買
部
の
改
装
工

事
（
コ
ン
ビ
ニ
化
）

と
ダ
イ
ニ
ン
グ
新
築

工
事
（
客
席
数
1
0

0
席
）
が
、
ほ
ぼ
完

成
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ

化
で
、
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
多
様
な

商
品
を
、
一
般
コ
ン

ビ
ニ
店
よ
り
更
に
安

く
提
供
し
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
部
分
の
新
築
で

自
販
機
を
利
用
し
た

企
業
訪
問
し
対
応
し
て
い
る
。

本
覚
書
の
締
結
に
よ
り
同
行

と
の
連
携
を
更
に
密
に
し
、
本

学
の
持
つ
研
究
成
果
や
ノ
ウ
ハ

ウ
等
を
、
県
内
企
業
に
広
く
紹

介
し
、
地
域
社
会
に
積
極
的
に

還
元
し
て
い
く
。

食
事
の
24
時
間
提
供
が
可
能
と

な
っ
た
。

本
工
事
は
、
平
成
18
・
19
年

度
後
援
会
特
別
事
業
と
し
て
昨

年
8
月
に
着
工
し
た
も
の
で
、

今
後
は
、
第
1
食
堂
の
焼
き
た

て
パ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
コ
ン
ビ
ニ

内
に
移
設
。
同
時
に
、
テ
ラ
ス

に
屋
根
を
設
け
、
屋
外
で
の
食

事
も
可
能
と
す
る
。
パ
ン
コ
ー

ナ
ー
の
移
設
で
第
1
食
堂
の
ス

ペ
ー
ス
が
広
が
り
、
使
い
勝
手

も
改
善
さ
れ
る
。
第
1
食
堂
〜

コ
ン
ビ
ニ
〜
ダ
イ
ニ
ン
グ
〜
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
〜
ク

ラ
ブ
棟
〜
百
年
記
念
館
と
、
学

生
達
の
生
活
の
場
に
一
連
の
つ

な
が
り
が
出
来
、
憩
い
の
空
間

が
格
段
と
広
が
る
で
あ
ろ
う
。
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造
業
を
支
え
る
も
の
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
き
た
本
学
に
、

誇
り
と
自
信
を
深
め
て
、
全

学
一
丸
と
な
っ
て
近
未
来
へ

の
輝
か
し
い
展
望
を
描
き
た

い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
我
が

国
経
済
の
根
底
を
支
え
て
い

本
学
は
こ
と
し
、
学
園
創

立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
つ

ま
り
本
学
は
第
二
世
紀
に
向

っ
て
決
意
を
新
た
に
し
、
一

層
の
飛
躍
へ
と
進
む
年
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
の
年

頭
に
当
り
、
私
は
日
本
の
製

い
た
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世

代
が
世
代
交
替
期
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
彼
ら
の
後
を
継

ぎ
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
技

術
を
よ
り
強
固
で
確
固
た
る

も
の
と
す
る
使
命
と
責
任
が

本
学
の
よ
う
な
工
科
系
大
学

に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

る
の
は
、
世
界
に
冠
た
る
も

の
づ
く
り
技
術
で
あ
り
、
そ

の
も
の
づ
く
り
技
術
を
支
え

て
い
る
の
が
本
学
の
よ
う
な

工
科
系
の
も
の
づ
く
り
型
大

学
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
2
〜

3
年
は
、
そ
う
し
た
も
の
づ

く
り
技
術
の
中
核
を
担
っ
て

昨
年
11
月
、
工
業
技
術
博

物
館
の
鋳
物
に
関
す
る
特
別

展
の
講
演
で
、
講
師
が
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
日
本
の
文
化
は
伏
見
桃
山
時

代
か
ら
の
伝
統
を
持
っ
て
お

り
、
そ
の
美
と
感
性
は
現
在

の
工
業
技
術
に
も
生
き
て
い

る
。
一
方
、
も
の
づ
く
り
に

対
す
る
技
術
的
探
究
と
執
念

は
高
度
化
し
、
革
新
を
続
け

て
い
る
。
例
え
ば
鋳
物
で
い

え
ば
、
あ
の
燃
え
易
い
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
を
素
材
と
す
る
鋳

物
が
押
し
出
し
で
自
動
化
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
進
歩
し
た
」。

私
は
こ
の
例
に
見
る
よ
う

に
、
一
見
困
難
や
不
可
能
に

見
え
る
問
題
も
、
そ
れ
に
取

組
む
技
術
者
が
不
屈
の
信
念

と
創
造
的
発
想
を
も
っ
て
解

決
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
は
研
究
生
の

頃
、
夕
方
研
究
室
で
指
導
教

授
か
ら
テ
ー
マ
に
関
す
る
実

験
上
の
ご
指
導
を
与
え
ら
れ
、

翌
日
午
前
中
に
は
成
果
を
尋

ね
ら
れ
る
と
い
う
経
験
を
何

度
も
し
ま
し
た
。
徹
夜
し
て

で
も
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
日
頃

の
蓄
積
と
能
力
と
感
性
で
、

成
果
を
生
み
出
せ
と
い
う
教

え
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

幸
い
本
学
は
各
学
科
の
充

実
や
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

へ
の
取
り
組
み
、
専
門
職
大

学
院
の
更
な
る
発
展
な
ど
を

通
し
て
、
私
達
が
標
榜
す
る

教
育
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
大
方

の
支
持
と
評
価
を
得
て
い
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
各
学
科
の
教
育

内
容
の
充
実
、
整
備
だ
け
で

な
く
、
産
学
連
携
体
制
づ
く

り
の
強
化
、
環
境
対
応
型
の

学
園
づ
く
り
の
推
進
等
、
手

綱
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
、

前
進
し
て
い
き
ま
す
。

願
わ
く
は
、
本
学
関
係
の

全
職
員
、
全
教
員
、
全
学
生

の
み
な
ら
ず
、
後
援
会
の
皆

様
や
卒
業
生
諸
君
、
さ
ら
に

宮
代
町
等
の
地
域
社
会
の

方
々
の
一
層
の
ご
鞭
撻
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

理事長

大川　陽康

●年頭所感●

第二世紀へ更に飛躍を！本
大
学
院
発
の
P
R
活
動

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
　

研
究
科
長
　
村
川
　
正
夫

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

第2回募集 第3回募集
平成18年12/25（月） 平成19年 2/ 5（月）

出願期間 ～ ～
平成19年 1/30（火）平成19年 2/28（水）

試験日 平成19年 2/ 3（土）平成19年 3/ 4（日）
合格発表 平成19年 2/ 8（木）平成19年 3/ 8（木）
入学手続 平成19年 2/20（火）平成19年 3/17（土）締切日

2007年度 専門職大学院入試日程

2007年度 専門職大学院オープンキャンパス日程

2月10日（土）13時30分から
シンポジウム、説明会、キャンパスツアー、授業見学

等を予定しています。
＊開催日の1週間前迄に予めお申し込みください。

お申し込み先：日本工業大学　専門職大学院
TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594

E-mail：mot@kanda.nit.ac.jp

学
内
部
門
別
実
地
調
査

施
設
等
使
用
状
況
調
査
の
実
施

6月に開催された産学交流セミナーで講演する原副学長

示
（
4
／

2
〜
3
）

②
学
生
環

境
推
進
委

員
会
主
催

講
演
会
開

催
（
6
／

30
）

演
題
「
エ

コ
と
エ
ゴ
」、

講
師
・
八

木
田
浩
史

（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
教

授
）
出
席

者
数
約
50

名③
J
A
C

O
大
野
丈

雄
講
師
に

よ
る
内
部

環
境
監
査

員
養
成
研

修

開

催

（
9
／
25
〜

26
）

大野丈雄氏（JACO）による「環境マネジメント」の授業

24時間開放し、飲食物の販売機が充実している「憩いのゾーン」

■ISO－6年度　環境目標の達成状況／2005年10月～2006年9月 （評価）○…達成、×…未達成

項　　目 目　　標 主要実績 評価

1 環境関連科目の充実
授業を通して学生の環境意識の向上を 環境関連科目43科目を通じ、延べ8,270名に実施

○
図る （前年度比510名増加）

・研究成果の環境マネジメント活動への反映 環境関連研究の推進（「年次要覧」参照）
2 環境共生に関する研究の進展 ・研究の進展と成果を共同研究に結びつける「環境分野研究奨励助成金」採択研究の推進 ○

・研究論文を学会等で発表し、国内外で認知させる NITEC等を通じた共同研究、ヒートアイランド研究

講演会、公開講座、シンポジウムなどを 環境特別講演会（4回）、シンポジウム開催（1回）
3 環境関連情報の発信と啓発 計画、開催し、環境共生意識の啓発・ 「2006NEW環境展」出展、N.I.T.エコロジープレス ○

普及を図る NO.6発刊、外郭団体での講演他

4 EMS教育の推進
・教職員及び学生の環境意識の向上を図る ・教育訓練、講習会の実施、外部研修会への参加

○
・教職員の内部環境監査員養成セミナー受講率50％以上 ・50.4％（修了者123名）、学生の修了者は通算179名修了

5 学生EMSとの連携
EMSの環境管理活動を企画・実践する学生環 学園祭への参加、講演会、リサイクルショップの開催、

○
境推進委員会への支援 Kids ISOへの参加

環境施設、研究成果等が環境へ及ぼす

6
体験的環境教育の推進 影響が目に見えるキャンパスを創造し、

対象施設の整備、説明板の設置（5研究・施設） ○
（キャンパスのエコ・ミュージアム化の推進） 体感による環境意識の向上、環境教育

を推進する

7 電力使用量の削減 予想使用量の1％削減 予想使用量の1.7％増加 ×

8 ガス使用量の削減 予想使用量の1％削減 予想使用量を6.9％増加 ×

9 上水使用量の削減 予想使用量の1％削減 予想使用量を4.4％削減 ○

10 紙使用量の削減 予想使用量の1％削減 予想使用量を8.5％削減 ○

11 廃棄物の削減・適正管理
予想排出量の1％減量化、

予想排出量を32.3％増加、資源化率54.6％ ×
一般廃棄物の資源化率60％以上

12 緑地整備・保全 長期計画に基づく整備・保全
学園創立100周年に向けたグランドデザインの検討、

○
緑地の維持、整備等

13 グリーン調達の積極的な推進
グリーン調達率の向上

グリーン調達率50.0％（金額ベース） ○
（関連会社からの購入品調達率50％以上）

14 化学物質・廃液の適正管理 安全性向上へ向けての問題点の抽出 講習会、保有管理量の調査実施、化学物質取扱い指針の作成他 ○

15 大学業務の質の向上 業務効率の向上、改善 施設等使用状況調査、業務効率の向上への施策実施 ○
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
皆

さ
ん
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

時
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

入
学
し
て
3
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
3
年
間
は
、

大
変
な
中
で
の
充
実
感
を
感
じ

ら
れ
る
日
々
で
し
た
。
入
学
当

初
は
「
何
か
し
ら
し
よ
う
」
と

漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
一
番
ひ
か
れ
た
の
が
、

今
私
が
所
属
し
て
い
る
中
央
執

行
委
員
会
で
す
。
「
自
分
が
出
来

る
こ
と
を
一
生
懸
命
し
よ
う
」

と
心
に
決
め
、
入
っ
た
当
時
か

ら
今
ま
で
変
わ
ら
ぬ
気
持
ち
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が
、
私
の
中
で
一
番
大
学
生

活
を
良
い
も
の
に
し
た
の
だ
と
、

感
じ
て
い
ま
す
。
先
代
の
委
員

長
の
も
と
様
々
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
、
交
流
は
大
学
外
に
ま

で
広
が
り
、
「
予
想
外
」
と
言
う

ほ
ど
の
人
脈
が
増
え
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
仲
間
が
で
き
た
の
も

先
代
の
委
員
長
・
先
輩
方
の
お

か
げ
で
成
長
で
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

私
は
中
央
執
行
委
員
会
委
員

長
に
立
候
補
す
る
と
決
め
て
か

ら
、
「
自
分
に
何
が
出
来
る
の
だ

ろ
う
」
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
は
「
み
ん
な
が
大

学
生
活
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
こ
う
」

と
決
め
ま
し
た
。
私
に
は
一
人

の
人
間
と
し
て
の
考
え
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
何
も
出

来
ま
せ
ん
し
、
一
人
だ
け
の
考

え
で
は
大
学
は
良
く
で
き
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
意
見

が
あ
れ
ば
そ
れ
は
私
の
力
に
も

な
り
、
皆
さ
ん
が
目
指
す
良
い

大
学
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
の

で
す
。
そ
の
為
な
ら
私
は
喜
ん

で
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
動
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
他
の
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
も
私
と
同
じ
気
持
ち
で
活
動

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
是
非
自
治
会
に
目
を
向

け
て
み
て
下
さ
い
。

私
に
と
っ
て
こ
の
1
年
は
と

て
も
大
切
な
も
の
に
な
る
で
し

ょ
う
。
こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、
話
し
合
っ
て

色
々
な
こ
と
を
学
び
発
見
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大

学
全
体
を
良
く
し
て
い
く
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん
と

共
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽

し
く
し
、
良
い
思
い
出
作
り
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第
38
回
若
杉
祭
が
11
月
3
日

か
ら
5
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

会
期
中
は
、
穏
や
か
な
秋
晴
れ

に
恵
ま
れ
大
学
に
は
多
く
の
来

場
者
が
あ
っ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
『
結
〜
y

u
i
〜
』
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、

点
と
点
を
結
ぶ
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
点
は
人
々
の
こ
と
を
表

ん
に
向
け
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
初
に
学
生
時
代
で
す
が
、

研
究
室
は
森
田
・
上
野
研
究
室

に
所
属
し
、
森
田
先
生
の
ご
指

導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
森
田
先
生

の
会
社
員
時
代
の
経
験
談
や
ご

指
導
は
社
会
に
出
て
か
ら
も
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森

田
研
究
室
独
自
に
就
職
ゼ
ミ
や

O
B
会
を
開
き
、
就
職
に
対
す

る
心
構
え
や
O
B
の
方
に
直
接

会
社
の
事
や
就
職
に
対
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
聞
け
る
機
会

を
設
け
て
い
た
だ
き
、
卒
業
後

に
役
に
立
つ
貴
重
な
知
識
や
・

体
験
・
経
験
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

課
外
活
動
で
は
、
青
森
県
人

会
・
ナ
イ
ン
ボ
ー
ル
サ
ー
ク

そ
ろ
そ
ろ
就
職

活

動

を

始

め

る

方
々
も
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、

私
の
学
校
生
活
・

就
職
先
に
つ
い
て
、

在
学
生
の
み
な
さ

し
て
い
る
。
大
学
祭
実
行
委
員

会
委
員
長
柴
田
直
樹
（
建
築
学

科
3
年
）
君
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
挨
拶
で
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
と
同
じ
気
持

ち
を
分
か
ち
合
い
、
こ
の
若
杉

祭
を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

会
期
中
は
、
3
日
（
金
）
に

上
げ
仲
間
と
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
た
時
の
達
成
感
な
ど
、
か
け

が
え
の
無
い
非
常
に
良
い
経
験

が
出
来
ま
し
た
。

次
に
就
職
し
た
き
っ
か
け
は

ア
ル
バ
イ
ト
で
し
た
。
ア
ル
バ

イ
ト
を
4
年
間
続
け
、
そ
こ
で

電
気
工
事
の
基
礎
知
識
や
現
場

ル
・
学
生
環
境
推
進
委
員
会
の

3
つ
を
掛
け
持
ち
、
忙
し
く
も

充
実
し
た
学
生
生
活
を
お
く
り

ま
し
た
。
特
に
学
生
環
境
推
進

委
員
会
で
は
、
委
員
長
を
務
め
、

人
を
リ
ー
ド
す
る
事
の
難
し
さ

や
I
S
O
1
4
0
0
1
に
関
す

る
知
識
、
1
つ
の
企
画
を
立
ち

第
1
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
研
修
報
告
会
、
4
日

（
土
）
に
第
7
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
、
5
日
（
日
）
に
は
建

築
設
計
コ
ン
ペ
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
集
ま
っ
た
卒
業
生
に
は
、
懇

親
パ
ー
テ
ィ
で
学
生
時
代
を
思

い
出
し
て
も
ら
っ
た
。

ま
す
。
保
安
協
会
の
業
務
に
は
、

調
査
業
務
・
保
安
業
務
・
広
報

業
務
の
3
つ
が
あ
り
、
私
は
保

安
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

保
安
業
務
は
高
圧
受
電
（
6

6
0
0
V
）
で
電
気
を
受
電
し

て
い
る
お
客
様
の
電
気
設
備
の

維
持
お
よ
び
運
用
を
行
っ
て
い

で
働
く
事
の
楽
し
さ
を
知
り
知

識
を
も
っ
と
深
め
た
い
と
思
い

「
財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協

会
」
に
就
職
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
T
V
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
な
ど
で
「
関
東
電
気
保
安

協
会
」
と
言
う
社
名
を
一
度
は

耳
に
し
た
事
が
あ
る
か
と
思
い

企
画
と
し
て
は
、
2
日
目
に

「TA
LK

&
LIVE

2006

」
が
行

わ
れ
た
。
今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、

吉
川
ひ
な
の
、
江
戸
む
ら
さ
き
、

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
3
号
と
い
っ

た
人
気
の
芸
能
人
。
体
育
館
は

千
人
を
超
え
る
観
客
の
熱
気
と

興
奮
で
溢
れ
た
。

3
日
目
の
「
秋
の
か
ら
っ
風

こ
ん
さ
ぁ
と
」
で
は
、
人
気
急

上
昇
のm

ihim
aru

GT

が
若
杉

祭
を
盛
り
上
げ
た
。m

ihim
aru

GT

自
体
、
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
真
っ

き
時
間
を
見
つ
け
勉
強
し
た
の

で
す
が
、
勉
強
と
仕
事
の
両
立

が
こ
れ
ほ
ど
辛
い
の
か
と
思
い
、

一
時
は
勉
強
を
諦
め
か
け
ま
し

た
が
、
「
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
合

格
す
る
！
」
と
心
に
決
め
、
今

年
、
試
験
に
合
格
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
は
知
識
・
技

ま
す
。
こ
の
業
務
を
行
う
た
め

に
は
、
電
気
主
任
技
術
者
の
資

格
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

私
は
こ
の
資
格
を
持
た
な
い
で

協
会
に
入
っ
た
た
め
、
電
気
主

任
技
術
者
の
資
格
を
取
得
す
る

事
に
苦
労
し
ま
し
た
。
仕
事
が

終
わ
っ
た
後
や
、
休
日
な
ど
空

工
業
技
術
博
物
館
で
は
、
平

成
18
年
度
の
特
別
展
『
東
京
が

地
場
産
業
の
金
属
製
日
用
品
』

を
、
11
月
3
日
か
ら
25
日
の
会

期
で
、
当
博
物
館
後
援
会
の
協

賛
、
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
、
（
財
）
素
形
材
セ
ン

タ
ー
の
後
援
を
得
て
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展
示
品
と

し
て
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
工
業

製
品
に
造
詣
が
深
い
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
の
末
続
堯
氏
か
ら
、
明
治

只
中
で
、
2
ヶ
月
で
12
大
学
を

回
る
と
い
う
多
忙
ぶ
り
だ
。
そ

ん
な
彼
女
た
ち
の
パ
ワ
フ
ル
な

歌
声
に
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
歓
声

が
止
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
日
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
第
1
回
N

e
w
日
工
大
美
男
子
コ
ン
テ
ス

ト
や
紅
白
ゲ
ー
ム
合
戦
他
の
企

画
が
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
今
年
度
も
若
杉
祭

は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。

（
学
生
支
援
課
）

術
を
さ
ら
に
磨
き
一
人
前
の
技

術
者
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
在
学
生
の
皆
さ
ん
に

向
け
て
で
す
が
、
学
生
時
代
は

勉
強
す
る
事
も
大
事
で
す
が
、

勉
強
だ
け
で
無
く
、
大
い
に
遊

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
も
就
職
し
て
か

ら
わ
か
る
と
思
う
の
で
す
が
、

会
社
に
入
る
と
学
生
時
代
と
違

い
自
由
な
時
間
が
大
幅
に
少
な

く
な
り
ま
す
。
勉
強
も
遊
び
も

全
力
で
取
り
組
む
・
・
こ
れ
が

学
生
生
活
を
一
番
エ
ン
ジ
ョ
イ

出
来
る
か
出
来
な
い
か
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
工

業
高
校
を
卒
業
し
て
日
工
大
に

入
っ
た
方
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

7
年
間
も
専
門
知
識
や
技
術
を

学
ん
だ
事
は
非
常
に
大
き
な
武

器
に
な
り
ま
す
。
そ
の
武
器
に

気
づ
き
、
そ
の
武
器
を
使
い
未

来
を
引
っ
張
る
素
晴
ら
し
い
技

術
者
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
東
京

下
町
で
製
造
・
販
売
さ
れ
、
大

量
に
輸
出
さ
れ
て
外
貨
を
稼
い

だ
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
製
の
日
用

品
・
土
産
品
の
貴
重
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
借
用
し
て
展
示
し
た
。

こ
れ
ら
は
伝
統
的
な
精
密
鋳

造
技
術
を
駆
使
し
て
造
形
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
種
精
密

鋳
造
技
術
の
紹
介
も
付
加
し
、

前
記
両
セ
ン
タ
ー
か
ら
ロ
ス
ト

ワ
ッ
ク
ス
法
な
ど
の
精
密
鋳
造

肉
鉄
鍋
も
展
示
し
た
。
さ
ら
に
、

本
学
付
属
東
京
工
業
高
等
学
校

で
鋳
造
の
教
育
用
に
製
作
さ
れ

た
模
型
・
鋳
型
（
砂
型
）
・
製

品
や
鋳
物
砂
の
サ
ン
プ
ル
も
展

示
。
金
属
の
比
重
の
違
い
を
同

形
状
の
製
品
に
よ
り
体
感
で
き

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
鋳
造
技
術
を

系
統
的
に
展
示
・
解
説
し
た
こ

法
を
解
説
す
る
た
め
に
実
物
模

型
や
型
を
多
数
借
用
し
た
。
ま

た
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
模
型

を
砂
型
に
埋
没
さ
せ
、
溶
湯
金

属
を
注
ぐ
と
模
型
が
金
属
に
置

き
換
わ
る
消
失
模
型
鋳
造
法
の

サ
ン
プ
ル
を
野
崎
鋳
造
工
業

（
株
）
と
富
和
鋳
造
（
株
）
か
ら

借
用
し
た
。

最
新
の
鋳
物
製
品
と
し
て
、

「
J
A
P
A
N
ブ

ラ
ン
ド
育
成
支

援
事
業
」
の
ひ

と
つ
と
し
て
川

口
市
で
企
画
さ

れ
、
最
新
鋳
造

技
術
を
投
入
し

て
造
ら
れ
た
薄

し
て
い
た
だ
い
た
。

「
懐
か
し
い
お
土
産
品
」
か
ら

「
最
新
の
鋳
造
技
術
」
ま
で
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
展
示
と
講

演
会
で
、
非
常
に
盛
会
で
あ
り
、

講
演
後
に
開
催
し
た
懇
親
会
で

は
、
末
続
氏
や
石
原
氏
に
熱
心

に
質
問
を
し
て
い
る
様
子
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。

（
学
芸
員
・
講
師
　
丹
治
明
）

と
に
よ
り
、
最
も
古
い
金
属
造

形
技
術
で
あ
り
、
現
在
で
も
進

歩
し
続
け
る
鋳
造
技
術
が
、
親

し
み
易
く
、
理
解
し
易
か
っ
た

と
、
好
評
で
あ
っ
た
。

会
期
中
の
11
月
15
日
（
水
）

に
は
、
学
友
会
館
の
ホ
ー
ル
に

て
、
講
師
に
元
日
立
金
属
（
株
）

理
事
・
素
材
研
究
所
長
の
石
原

安
興
氏
を
お
迎
え
し
、
『
日
本
の

工
業
製
品
を
支
え

る
新
し
い
鋳
造
技

術
』
と
題
す
る
特

別
講
演
会
を
開
催
、

鋳
造
の
変
遷
か
ら

最
新
の
鋳
造
技
術
、

今
後
の
展
望
ま
で

分
か
り
易
く
解
説

（3） 平成19年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第144号

特別展会場の様子

「第10回スターリングテクノラリ
ー」が、本学を会場に11月18日（土）
開催された。

スターリングエンジンは静かでク

リーン、熱源を選ばない、という特

徴があり「夢のエンジン」といわれ

ている。本競技会は、青少年の工学

に対する興味や関心の喚起と、スタ

ーリング機器関連技術の発展を目的

として、毎年開催している。

競技は人間乗車、ノーマル、クー

ラなど7クラスに分かれて、自作ス
ターリングエンジンの性能とアイデ

アを競った。今回から、無線で車両

を操縦するRCクラスも行われた。
時折、優秀な成績を出す車両がある

とコースの周りに人々が集まり、熱

心に観察する姿が見られた。

参加数は工業高校生を中心に全国

から139チーム。遠く沖縄県からも
高校生3チームがノーマルクラスに
出場し、うち1チームが5位に入る健
闘ぶりを見せた。本学付属の東京工

業高校は2チームが完走した。
実行委員長の一色尚次氏（東工大

名誉教授）は、「従来にはない燃料

で動き、より効率に優れた、新しい

スターリングエンジンに挑戦してほ

しい。この競技会も今回で10回目だ
が、ぜひ100回を目指したい！」と
意欲的に語っていた。

アンチモニー製の日用品（灰皿）

上：ノーマルクラスに参加した本学付属の東京工業高校チーム
下左：今回から実施されたRCクラス　下右：人間乗車クラス

上左：建築コンペ表彰式　上中：模擬店（方言愛好会） 上右：ホームカミングデーで学内見学
下：ホームカミングデーで全員参加の記念撮影
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●　先輩だより　●

宮川　雄統
（青森県立弘前工業高等学校出身）

電気電子工学科36期生
（財）関東電気保安協会

エンジョイ

皆
さ
ん
の
意
見
を
結
集
し
、

皆
さ
ん
が
目
指
す
良
い
大
学
に
し
て
い
き
た
い

建
築
学
科
3
年
　
河
又
裕
介

（
栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
等
学
校
出
身
）

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
就
任
あ
い
さ
つ

今年も11月17日（土）に本学で開催予定

１０ １０ 
全国から139チームが参加

「東京が地場産業の
金属製日用品」
の特別展を開催

●工業技術博物館●



11
月
10
日
（
金
）
か
ら
12
日

（
日
）
ま
で
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ

ー
ア
リ
ー
ナ
他
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
12
万
人
以
上
が
訪
れ

た
。
フ
ェ
ア
は
、
専
門
高
校
生

の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
で
あ

る
が
、
今
年
は
中
学
校
か
ら
大

学
・
専
門
学
校
・
企
業
も
参
加

し
、
賑
や
か
な
祭
典
と
な
っ
た
。

本
学
園
は
、
大
学
、
付
属
中

11
月
10
日
、
本
学
協
定
校
の

華
中
科
技
大
学
か
ら
李
培
根
学

長
お
よ
び
6
名
の
先
生
方
が
本

学
を
訪
問
し
、
両
大
学
間
の
学

術
お
よ
び
学
生
交
流
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。
翌
日
に
は
悪

天
候
の
中
、
今
後
の
具
体
的
な

交
流
計
画
を
策
定
す
る
た
め
学

日
本
工
業
大
学
は
、
新
た
な

1
0
0
年
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
教
育
改
革
に
取
り
組
み
、

施
設
や
設
備
も
充
実
さ
せ
て
き

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
最
も
重

要
な
の
は
、
授
業
や
実
験
実
習

の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ

学
・
工
業
高
校
、
専
門
学
校
の

案
内
を
配
付
、
説
明
し
た
。

ま
た
、
小
・
中
・
高
生
を
対

象
に
開
講
し
た
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ

ッ
ト
工
作
教
室
は
、
整
理
券
を

配
付
す
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
。

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
機
械
工
学

科
は
、
形
状
記
憶
合
金
ロ
ボ
ッ

ト
ハ
ン
ド
と
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
の
実
演
、
電
気
電
子
工
学
科

内
の
施
設
を
熱
心
に
見
学
さ
れ
、

ま
た
協
定
に
基
づ
き
同
大
学
か

ら
本
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生

と
も
懇
談
を
行
っ
た
。

ま
た
、
11
月
17
日
に
は
キ
ン

グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン

ブ
リ
校
（
タ
イ
）
か
らSak

Kongsuw
an

工
学
部
長
以
下
7

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
制
御
装
置
を

模
型
で
実
演
、
シ
ス
テ
ム
工
学

科
は
、
管
内
作
業
用
の
ミ
ミ
ズ

型
ロ
ボ
ッ
ト
を
展
示
、
情
報
工

学
科
は
、
C
P
U
の
実
習
キ
ッ

ト
等
を
展
示
し
た
。
全
国
高
等

学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
開
会

式
に
柳
澤
章
学
長
が
招
待
さ
れ

出
席
、
機
械
工
学
科
中
里
裕
一

助
教
授
が
審
査
を
担
当
し
た
。

ま
た
、
全
国
高
校
生
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
情

報
工
学
科
丹
羽
次
郎
助
教
授
が

審
査
を
担
当
し
た
。
フ
ェ
ア
の

名
の
教
員
が
本
学
を
表
敬
訪
問

し
た
。
当
学
部
長
は
初
め
て
の

来
学
で
、
学
内
施
設
や
、
大
学

で
の
授
業
風
景
な
ど
を
熱
心
に

見
学
さ
れ
た
。
ま
た
、
歓
迎
パ

様
子
は
、
本
学
の
サ
ー
バ
を
使

い
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
全
国
に
配

信
さ
れ
た
。（
工
業
教
育
研
究
所
）

ー
テ
ィ
で
は
、
今
後
も
両
校
の

更
な
る
学
術
交
流
を
図
り
た
い

と
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
両
校
の

絆
を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

実
施
し
て
い
る
。
成

績
評
価
の
甘
い
授
業

が
高
い
評
価
を
得
る

の
で
は
と
危
惧
す
る

意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
生
は
も
っ
と
真
摯

な
態
度
で
答
え
て
く

れ
、
自
由
記
述
欄
の

意
見
は
、
授
業
改
善

に
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
。

次
は
、
教
員
の
番

る
。
学
生
を
、
ど
こ
に
出
し
て

も
恥
ず
か
し
く
な
い
職
業
人
・

技
術
者
と
し
て
社
会
に
送
り
出

す
に
は
、
日
々
の
授
業
が
充
実

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
本
学
で
も
す
で
に

で
あ
る
。
大
学
教
員
は
、
他
の

教
員
の
授
業
を
見
る
機
会
も
、

見
ら
れ
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
他
の
教
員
の
授
業
を

評
価
す
る
な
ど
、
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
教
員
が
お
互
い
の

授
業
を
参
観
し
、
評
価
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
教
務
部
と
教

育
研
究
推
進
室
が
協
力
し
て
実

施
し
た
。

11
月
7
日
〜
27
日
の
3
週
間
、

全
教
員
が
1
科
目
ず
つ
授
業
を

公
開
し
、
3
科
目
を
参
観
し
た
。

参
観
教
員
か
ら
の
報
告
書
は
、

整
理
中
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
発

見
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
目

に
見
え
な
い
現
象
を
視
覚
化
す

る
努
力
や
、
美
し
く
分
か
り
や

す
い
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
教

員
の
熱
意
が
学
生
に
伝
わ
り
、

活
気
あ
る
授
業
と
な
っ
て
い
る
。

教
壇
か
ら
で
は
分
か
り
づ
ら

い
学
生
の
反
応
を
、
肌
で
感
じ

る
こ
と
も
で
き
た
。
話
し
方
か

ら
服
装
ま
で
、
教
員
が
緊
張
感

を
欠
く
と
学
生
に
伝
染
す
る
。

優
れ
た
授
業
は
、
教
員
も
楽
し

そ
う
だ
し
、
学
生
の
目
も
輝
い

て
い
る
。

そ
ん
な
授
業
を
増
や
す
一
助

と
し
て
、
授
業
公
開
と
教
員
の

相
互
評
価
は
、
今
後
も
、
継
続

的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
す
べ
て
の
報
告
書
を

公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
情
報
は
、
授
業
改
善
に

積
極
的
に
役
立
て
る
べ
き
で
あ

り
、
た
と
え
マ
イ
ナ
ス
情
報
で

あ
ろ
う
と
、
公
開
し
共
有
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。

（
教
育
研
究
推
進
室
長
　
波
多
野
）

11
月
18
日
（
土
）
、
本
学
厚
生

施
設
の
「
赤
倉
山
荘
」
に
お
い

て
、
後
援
会
新
潟
県
支
部
創
立

30
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
同
支
部
は
現
在
全

国
に
19
あ
る
支
部
の
設
立
第
1

号
と
し
て
誕
生
。

当
日
は
、
星
実
行
委
員
長

（
前
支
部
長
）
の
開
会
挨
拶
の
後
、

柳
澤
学
長
、
佐
伯
後
援
会
会
長

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
込
め
て
の

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

鏡
開
き
の
4
斗
樽
を
は
じ
め
、

持
ち
寄
ら
れ
た
多
く
の
地
酒
を

I
T
環
境
の
整
備
と
活
用
は
、

大
学
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
「
イ
ン
フ
ォ
キ
ャ
ン

パ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
授
業
支
援

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、

一
部
の
教
員
の
利
用
に
と
ど
ま

り
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
授
業
改
善
ツ
ー

平
成
18
年
11
月
16
日
（
木
）
、

体
育
館
前
に
て
、
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
本
年
度
2
回

目
の
献
血
が
実
施
さ
れ
た
。
（
毎

年
春
と
秋
の
2
回
実
施
）
今
回

も
多
く
の
学
生
、
教
職
員
が
会

場
を
訪
れ
献
血
に
協
力
し
、
採

血
者
の
総
数
は
2
0
7
名
。
そ

の
内
1
9
7
名
が
4
0
0

ml
採

血
に
協
力
し
た
。

ル
と
し
て
広
く
活
用
す
る
第
一

歩
と
な
る
よ
う
、
11
月
16
日
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
76

名
の
教
職
員
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
石
川
孝
教
授
（
学
生

I
T
環
境
検
討
委
員
会
委
員
長
）

が
、
授
業
計
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン

作
成
を
手
始
め
に
、
学
習
支
援

な
ど
へ
と
利
用
を
広
げ
れ
ば
よ

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
創
立
30

周
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

大
学
全
入
の
時
代
、
積
極
的

な
改
革
を
推
進
す
る
以
外
に
大

学
が
生
き
残
れ
る
途
は
な
い
。

学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念

事
業
「
学
園
21
世
紀
若
手
懇
談

【
任
用
】（
12
月
1
日
付
）

◆
山
本
好
央
事
務
職
員
（
財
務
部
用

度
・
管
財
課
）
昭
和
32
年
5
月
9
日

生
ま
れ
。
昭
和
55
年
3
月
東
京
国
際

大
学
商
学
部
卒
業
。

（
1
月
1
日
付
）

◆
足
立
真
講
師
（
建
築
学
科
）
昭
和

45
年
12
月
13
日
生
ま
れ
。
平
成
10
年

3
月
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
建
築
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
満
期
退
学
。
前
東
京
工
業

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
建
築
学

専
攻
助
手
。
博
士
（
工
学
）

会
」
は
、
危
機
感
の
全
学
的
共

有
を
目
指
し
て
、
11
月
29
日
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
83

名
の
教
職
員
が
参
加
し
た
。

寺
裏
誠
司
氏
（
リ
ク
ル
ー
ト

進
学
カ
ン
パ
ニ
ー
）
は
、
危
機

的
状
況
を
統
計
デ
ー
タ
で
示
し
、

本
学
は
現
場
の
技
術
者
を
養
成

し
て
き
た
歴
史
を
大
切
に
す
べ

い
と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
丹

澤
祥
晃
助
教
授
（
機
械
工
学
科
）

と
佐
藤
杉
弥
講
師
（
共
通
系
物

理
）
が
、
自
ら
の
活
用
事
例
を

紹
介
し
、
教
育
効
果
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

討
論
で
は
、
対
面
授
業
の
重

要
性
を
再
確
認
し
た
上
で
、
新

た
な
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
学
生
が
自
ら
学
べ
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

I
T
に
よ
る
教
育
改
善
の
可
能

性
が
示
さ
れ
た
。

単
位
互
換
制
度
と
は
、
入
学

後
に
他
大
学
の
指
定
さ
れ
た
開

放
科
目
を
履
修
し
て
修
得
し
た

単
位
を
、
所
属
す
る
大
学
の
単

位
と
し
て
認
定
す
る
制
度
で
あ

る
。
埼
玉
県
東
部
地
区
大
学
単

位
互
換
協
定
は
、
本
学
と
獨
協

大
学
、
文
教
大
学
で
締
結
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
18

年
4
月
に
埼
玉
県
立
大
学
が
加

わ
り
、
4
大
学
と
な
っ
た
。

こ
の
4
大
学
の
教
員
が
一
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
リ
レ
ー
方

式
で
結
ぶ
4
大
学
共
通
講
座
が

こ
の
秋
学
期
（
9
／
25
〜
12
／

18
）
に
全
12
回
に
わ
た
っ
て
、

獨
協
大
学
で
開
講
さ
れ
た
。

共
通
テ
ー
マ
は
「
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
の
ア
ー
ト
」
で
、

本
学
か
ら
は
建
築
学
科
の
渡
辺

勝
彦
教
授
（
副
学
長
・
教
務
部

長
）
と
波
多
野
純
教
授
（
教
育

研
究
推
進
室
長
）
が
授
業
を
担

当
し
た
。

◆
神
林
靖
助
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン
（
10
／

4
〜
9
）
／
目
的
＝
W
W
W
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文

発
表
◆
江
藤
香
助
手
（
情
報
技
術
セ

ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス

（
10
／
7
〜
13
）
／
目
的
＝
第
10
回

知
識
ベ
ー
ス
知
的
情
報
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
国
際
会
議
に
お
け

る
研
究
発
表
◆
鈴
木
清
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
10
／
15
〜
21
）
／
目
的
＝
第
21
回

米
国
精
密
学
会
参
加
及
び
論
文
発
表

き
だ
と
、
講
演
し
た
。

納
屋
健
氏
（
駿
台
教
育
研
究

所
）
は
、
教
職
員
全
員
が
教
育

理
念
を
共
有
し
語
れ
る
こ
と
が

重
要
、
学
生
の
不
満
足
度
を
調

査
し
改
善
す
べ
き
な
ど
と
、
講

演
し
た
。

中
里
裕
一
助
教
授
（
懇
談
会

実
行
委
員
長
）
は
、
金
沢
工
業

大
学
の
積
極
的
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

最
後
に
、
上
記
3
名
と
波
多

野
純
教
授
（
教
育
研
究
推
進
室

長
）
が
、
佐
藤
杉
弥
講
師
（
懇

談
会
実
行
副
委
員
長
）
を
司
会

に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

渡
辺
教
授
は
「
自
然
と
建
築
」

―
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
空
間
美

―
（
11
／
13
）
、
「
華
や
か
さ
寂

し
さ
・
剛
さ
柔
ら
か
さ
」
―
空

間
の
デ
ザ
イ
ン
特
性
―

（
11
／

20
）
を
、
波
多
野
教
授
は
「
も

の
の
美
し
さ
・
人
の
優
し
さ
」

―

生

活

の

彩

り

と

技

術

―

（
11
／
27
）
を
講
義
し
た
。
学
生

達
は
、
普
段
接
し
た
こ
と
の
無

い
視
点
で
の
授
業
に
目
を
輝
か

せ
て
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

◆
加
藤
重
雄
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
10
／
16
〜

20
）
／
目
的
＝
ア
メ
リ
カ
精
密
工
学

会
21
回
年
次
大
会
に
お
け
る
論
文
発

表
◆
八
木
田
浩
史
助
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国

（
10
／
18
〜
21
）
／
目
的
＝
第
3
回

ア
ジ
ア
D
M
E
会
議
に
お
け
る
研
究

発
表
◆
渡
部
修
一
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
10
／

19
〜
22
）
／
目
的
＝
第
6
回
プ
ラ
ズ

マ
と
薄
膜
技
術
に
関
す
る
日
韓
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
研
究
発
表
◆
三

好
和
壽
教
授
（
先
端
材
料
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
10
／
25
〜
29
）
／
目
的
＝
南
台
科

技
大
学
主
催
「
ミ
ク
ロ
・
ナ
ノ
材
料

及
び
製
造
技
術
」
講
演
会
に
お
け
る

講
演
◆
波
多
野
純
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン
ダ
（
10
／

26
〜
11
／
3
）
／
目
的
＝
ラ
イ
デ
ン

国
立
民
族
学
博
物
館
に
お
け
る
町
家

模
型
の
調
査
◆
野
口
憲
治
助
手
（
建

築
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン
ダ

（
10
／
26
〜
11
／
3
）
／
目
的
＝
ラ

イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
に
お
け

る
町
家
模
型
の
調
査
◆
古
閑
伸
裕
教

授
（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ

イ
（
10
／
30
〜
11
／
6
）
／
目
的
＝

機
関
間
協
定
に
基
づ
く
K
M
U
T
T

塑
性
加
工
研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同

研
究
打
合
せ
及
び
タ
イ
留
学
フ
ェ
ア

に
お
け
る
学
生
募
集
活
動
◆
渡
部
修

一
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
タ
イ
（
10
／
30
〜
11
／

6
）
／
目
的
＝
機
関
間
協
定
に
基
づ

く
K
M
U
T
T
塑
性
加
工
研
究
グ
ル

ー
プ
と
の
共
同
研
究
打
合
せ
及
び
タ

イ
留
学
フ
ェ
ア
に
お
け
る
学
生
募
集

活
動
◆
渡
辺
康
夫
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
（
10
／
31
〜
11
／
5
）
／
目
的
＝

ア
ン
テ
ナ
・
伝
搬
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
伊
藤
庸
一

教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ン
ボ
ジ
ア
（
11
／
3
〜
7
）
／
目

的
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
風
土
と
建
築
調

査
◆
藤
野
充
平
教
授
（
情
報
技
術
セ

ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン
ス

（
11
／
5
〜
12
）
／
目
的
＝
E
C
F
2

0
0
6
研
究
発
表
会
参
加
◆
脇
本
隆

之
講
師
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
11
／
13

〜
17
）
／
目
的
＝
電
気
学
会
放
電
・

静
止
器
・
開
閉
保
護
・
高
電
圧
合
同

研
究
会
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
成
田

健
一
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
11
／
17
〜
21
）
／
目

的
＝
提
携
校
中
国
科
技
大
学
と
の
大

学
間
協
定
及
び
講
演
◆
黒
津
高
行
教

授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
11
／
17
〜
21
）
／
目
的
＝
提
携
校

中
国
科
技
大
学
と
の
大
学
間
協
定
及

び
21
世
紀
の
文
化
遺
産
保
存
国
際
会

議
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
星
野
坦
之

教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
タ
イ
（
11
／
26
〜
30
）
／
目

的
＝
第
3
回
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
・
画
像

処
理
会
議
の
運
営
及
び
チ
ュ
ラ
ロ
ン

コ
ン
大
学
と
の
研
究
打
合
せ
◆
船
橋

昭
一
教
授
（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝

韓
国
（
11
／
26
〜
12
／
1
）
／
目

的
＝
韓
国
慶
北
大
学
理
学
研
究
所
に

お
け
る
集
中
講
義
◆
黒
澤
明
教
授

（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
11
／
27
〜
12
／
4
）
／

目
的
＝
第
4
回
日
米
音
響
学
会
ジ
ョ

イ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
◆
江
藤

香
助
手
（
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
）
／

出
張
先
＝
中
国
（
11
／
30
〜
12
／

4
）
／
目
的
＝
第
14
回
教
育
に
お
け

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
国
際
会
議
に
お

け
る
研
究
発
表

▼
2
0
0
7
年
（
平

成
19
年
）
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
い
つ
も

十
二
支
の
話
で
恐
縮

で
す
が
、
本
年
は
十

二
支
の
最
後
の
「
亥
」

の
年
で
す
。
「
と
ざ

す
・
と
じ
る
」
の
意
味
で
万
物

が
枯
れ
は
て
、
生
命
力
が
種
子

の
中
に
閉
ざ
さ
れ
た
様
子
を
表

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
何
か
新

年
早
々
不
吉
さ
を
感
じ
ま
す
が
、

本
年
は
、
向
こ
う
見
ず
に
猛
然

と
突
き
進
む
「
猪
突
猛
進
」
ス

タ
イ
ル
で
行
動
す
る
こ
と
も
必

要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▼
ま
た
、
2
0
0
7
年
問
題
と

言
わ
れ
る
団
塊
の
世
代
が
大
量

に
定
年
退
職
を
迎
え
、
退
職
金

の
増
大
、
労
働
力
不
足
（
技
術

継
承
の
危
機
）
等
が
発
生
す
る

社
会
問
題
や
、
特
に
私
立
大
学

は
少
子
化
に
よ
り
全
入
時
代

（
入
試
に
お
い
て
大
学
志
願
者
数

と
定
員
数
が
同
じ
）
に
突
入
し
、

倒
産
す
る
大
学
も
と
様
々
な
問

題
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
る

年
で
も
あ
り
ま
す
。
健
康
に
留

意
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
各
人

自
律
し
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を

着
実
に
行
う
年
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
歳
月
の
早

さ
は
滝
の
よ
う
に
落
ち
て
い
く

は
ず
で
す
か
ら
。

（
F
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
が

皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
多
き

一
年
と
な
る
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
宮
代
町
で
は
「
み
や

し
ろ
の
顔
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
新
た

な
町
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

宮
代
町
の
「
顔
」
と
聞
く
と

何
を
連
想
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
東
武
動
物
公
園
、
日
工

大
、
進
修
館
‥
。
思
う
と
こ

ろ
は
様
々
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
宮
代
町
に
は
壮
大
な
景

観
も
、
大
規
模
な
商
業
施
設

に
埋
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
、

宮
代
町
の
「
市
民
力
」
（
市

民
＝
宮
代
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
る
全
て
の
人
）
で
す
。

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど

ん
な
魅
力
が
あ
れ
ば
人
を
引

き
付
け
ら
れ
る
の
か
‥
。
あ

り
き
た
り
の
仕
掛
け
で
は
、

周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
で

培
わ
れ
た
市
民
力
を
生
か
し

て
、
活
動
と
景
観
が
一
体
と

な
っ
た
新
し
い
価
値
を
創
る
。

こ
れ
が
、
「
み
や
し
ろ
の
顔
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
目

指
す
魅
力
で
あ
り
、
町
の
顔

な
の
で
す
。

今
年
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
第
一
弾
と
し
て
、

進
修
館
前
広
場
と
旧
庁
舎
跡

地
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
英
知
が
注
が

れ
た
こ
の
場
所
が
、
ど
ん
な

景
色
に
生
ま
れ
変
わ
る
か
‥

皆
さ
ん
も
是
非
楽
し
み
に
し

て
下
さ
い
ね
。（
職
員
K
）

（4） 平成19年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第144号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

質疑応答の様子（11/29）

授業公開に参加する田中先生

学長挨拶（11/16）

全員で記念撮影

キングモンクット大学工学部長と柳澤学長

全
学
総
合
講
座
で
渡
辺
教
授
、
波
多
野
教
授
が
講
義

埼
玉
県
東
部
地
区
大
学
単
位
互
換
制
度

―
第
13
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

イ
ン
フ
ォ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
活
用
し
た授

業
改
善

―
第
14
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

魅
力
あ
る
大
学
つ
く
り
の
た
め
に

〜
大
学
を
と
り
ま
く
状
況
と
大
学
改
革
の
実
際
〜

後
援
会
新
潟
県
支
部

支
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

「
第
16
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア

埼
玉
大
会
」
開
催
さ
れ
る

マイクロロボット工作教室

中
国
・
華
中
科
技
大
学
と

タ
イ
の
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
学
大
学
か
ら来訪
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Town
&

Campus

Town
&

Campus
「みやしろの顔づくり

プロジェクト」

編 集 後 記

人
事
異
動

国
外
出
張（
10
月
〜
11
月
）

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

献
血
に
つ
い
て

授
業
公
開
と
授
業
評
価

先
生
が
先
生
の
授
業
を
見
る


